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平成２５年度 事業報告 

 

伊豆地域においては、昨年６月に「富士山」が世界文化遺産に登録され、また、今年２月に

は、東駿河湾環状道路が伊豆中央道と連結し、関東方面からの交通アクセスが向上したことか

ら、今後益々、伊豆半島の観光活性化に期待が寄せられているところである。 

更には、２０２０年には東京オリンピック並びにパラリンピックの開催が決定したことから、

各自治体を中心に事前合宿誘致を目指した検討が盛んに行われており、世界レベルの競技施設

を有する本センターは、自転車競技の拠点として、今後益々注目されていくのは必至である。 

このような状況下、本センターにあっては、昨年夏の猛暑と秋に相次いだ台風、また今年２

月の大雪等、過去に例を見ない異常気象の影響により、本年度は極めて厳しい経営状況となっ

たが、３月には新規アトラクションの建設及び既存施設の改修が完了し、新たにリニューアル

した本センターへ多くの方々にご来場いただく準備を整えることができた。 

実施した主な事業は、次のとおりである。 

 

○ 施設リニューアル（新規アトラクションの導入並びに既存施設の改修）の実施 

○ 伊豆ベロドロームの有効活用 

○ 自転車競技体験プログラムによる青少年の誘致 

○ 財務システムの改善・合理化 

○ 地元活性化事業への協調 

 

以上の結果、施設運営面では顧客満足度と快適性の向上が図られ、また、アジアサイクリン

グセンター（ＣＣＣ修善寺）、伊豆サイクルスポーツクラブの事業も着実に浸透し、ナショナ

ルトレーニングセンターとしての活動や各種自転車競技大会の開催・受入れ等と併せ、自転車

競技の拠点としての地位を強固なものにした。 

このほか、生涯スポーツ振興の拠点として、サイクルスポーツライフの実現を果たすべく、

自転車関連施設を広く一般に提供することで、本事業期間において約２２万人の来場者に自転

車を堪能していただくことができた。 

 なお、事業の実施に際し、自転車競技の普及促進、全国的なスポーツ大会の開催、青少年の

健やかな成長を育む活動、競輪・オートレースの補助事業により建築整備された施設の補修の

各事業については、それぞれ公益財団法人ＪＫＡから公益事業振興資金の補助を受けた。 
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１．サイクルスポーツ施設の運営等に関する事業 

（１）各種施設の提供 

５キロサーキット、ＭＴＢコース及び伊豆ベロドローム等の自転車競技施設並びに室

内フットサル場、体育館の屋内スポーツ施設並びに野外活動施設のＤＡＹキャンプ場、

自転車競技大会の参加者及び合宿者の宿泊場所である宿泊施設サイテル等の諸施設を

広く一般に提供し、サイクルスポーツを中心とする生涯スポーツの普及に努めた。 

また、昨年１１月に直営化による運営をスタートした宿泊施設サイテルについては、

自転車競技者の優先的な受入と併せて、各種スポーツ活動を行う学校団体や青少年のグ

ループ等の誘致に努めた。 

特に、有効活用に努めてきた伊豆ベロドロームにおいては、一般施設体験利用、自転

車競技大会及び合宿利用並びに静岡県立伊豆総合高等学校の「体育科目選択授業」等を

開催した。 

本事業年度における伊豆ベロドロームの利用者数は、次のとおりである。 

    ［伊豆ベロドローム利用者数］ 

   （単位：人） 

利 用 区 分 前 年 度 本 年 度 増 減 前年対比 

一 般 利 用 １６０ １０４ ▲５６ ６５.０％ 

大 会 利 用  ２，０５４ ２，９１４ ８６０ １４１.９％ 

合 宿 利 用 ９３７ １，３６６ ４２９ １４５.８％ 

訓 練 利 用 ３，３１５ ３，２６７ ▲４８ ９８.６％ 

そ の 他 利 用 １，１７３ １，５１７ ３４４ １２９.３％ 

合   計 ７，６３９ ９，１６８ １，５２９ １２０.０％ 

※ベロドロームにおける大会開催数：２５件（前年度２１件） 

 

    ［静岡県立伊豆総合高等学校の体育科目選択授業］ 

・実施期間：平成２５年１０月２１日～平成２６年２月１９日 

・生 徒 数：２年生 １９人、３年生 ３０人（３グループに編成） 

・実習回数：１５回（各グループ５回実施） 延べ ２３７人 

 

（２）その他の事業 

このほか、自転車競技施設及びトレーニング施設の貸与、各種自転車及び関連機材の

貸出し、各種自転車の展示等の事業を行った。 

 

（３）入場者及び施設利用者 

    本事業年度上期は、各地において最高気温を更新するなど全国的に夏の平均気温が高

く、人の出足が鈍る傾向にあったが、本センターにおいては、流水プールの営業開始後

の８月の来場者数は、前年比 103.2％であり、特に流水プールの利用者数が 122.2％と

好調であった。しかし、それまでのマイナス分を取り戻すことができず、上期総入場者

133,482 人（対前年比 98.9％）と、前年度実績をやや下回る結果であった。 
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下期に入ると、相次ぐ台風の襲来により、特に１０月は６個（平年 1.5個）の台風が

日本に接近・上陸した。さらに２月には、過去に例を見ない大雪となり、一部設備の損

壊と長期に及ぶ営業休止を余儀なくされ、この台風と大雪による入場者の損失は、１万

人を超えるものと推定される。 

一方、昨年３月にリニューアルした「アスレチック迷路“キャッスルアドベンチャー”」

のオープン以降、引き続き、新規アトラクションの建設と既存施設の改修に努め、本年

３月２１日にオープンセレモニーを皮切りに広く一般に開放した。 

    本年３月２０日～３１日の春休み期間中の総入場者数は、17,120 人（前年同期 

13,052 人）であり、対前年比 131.2％と大変好調であったが、それまでのマイナス分を

取り戻すことができず、下期総入場者 88,609 人（対前年比 94.0％）と前年度実績を下

回り、結果、本事業年度における総入場者数は、222,091人（対前年比 96.9％）であっ

た。 

また、施設利用者数もリニューアル効果により比較的好調に推移し、前年度実績を上

回り、入場者一人当たりの場内施設利用回数も 3.148回から 3.422回へと増加した。 

    なお、本事業年度の詳細は（別表１－１）月別入場者、（別表１－２）入場者内訳及

び（別表１－３）施設利用者内訳のとおりである。 

 

 

２．自転車競技並びにサイクルスポーツの普及奨励 

（１）アジアサイクリングセンター（ＣＣＣ修善寺）の運営 

  ア．国内トレーニングキャンプ 

国際自転車競技連合（ＵＣＩ）におけるワールドサイクリングセンター（ＷＣＣ）

構想の下、オリンピック出場を目指す若しくはそれに準ずるアジア各国の自転車競技

連盟に推薦を受けた将来有望なトラック競技者及びそのコーチをＣＣＣ修善寺に集

め訓練研修を行った。  

本事業年度における開催は、次のとおりである。 

     ［第１回国内トレーニングキャンプ］ 

開催期間：平成２５年５月２６日～平成２５年６月８日 

       参 加 者：３ヵ国 ―１６名（選手１０名、コーチ６名） 

            香港チャイナ      ２名（選手 ２名） 

            シンガポール      ２名（選手 ２名） 

            カザフスタン     １２名（選手 ６名、コーチ ６名） 

国内キャンプは４年ぶりとなるカザフスタンを含め、３ヵ国から１０名の選手と

６名のコーチを向かい入れ、第１回トレーニングキャンプを行った。 

トレーニング効果としては、香港チャイナ 1 名とカザフスタン 2 名の選手が、1

㎞タイムトライアルで自己ベストを更新した。他の選手も自己ベストに近いタイム

を記録するなど、更にトレーニングを積むことにより、アジア地域での彼らの今後

の活躍を期待できるキャンプ実施となった。 
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     ［第２回国内トレーニングキャンプ］ 

開催期間：平成２５年１１月８日～平成２５年１１月２１日 

       参 加 者：３ヵ国 ― ６名（選手 ６名） 

            香港チャイナ      ２名（選手 ２名） 

            シンガポール      １名（選手 １名） 

            タイ王国        ３名（選手 ３名） 

第１回キャンプに引き続き、カザフスタンからの申し込みがあったものの、直前

にキャンセルとなり、今回は３ヵ国から６名の選手を向かい入れ、第２回トレーニ

ングキャンプを行った。 

今回はコーチの帯同もなく、特に若手の選手にはフィジカル的にはもちろんのこ

と、メンタル面でもかなりのストレスがあったと感じ、後半にかなりの疲労度が見

えたが、全員がベストを尽くし、日程を終了することができた。 

  イ．海外トレーニングキャンプ 

ＡＣＣアジア自転車競技連合の協力のもと、資金面で来日が困難なアジア各国への

便宜を図るため、ＣＣＣ修善寺のコーチングスタッフを地理的にも治安的にも環境に

優れたタイ王国へ派遣し、自転車競技者及び指導者を対象にしたトレーニングキャン

プを実施し、自転車競技新興国に対する競技普及のアプローチを行った。 

本事業年度における開催は、次のとおりである。 

開催期間：平成２５年９月２４日～平成２５年１０月３日 

       開催場所：タイ王国・スパンブリ県  スパンブリ自転車競技場 

参 加 者：４ヵ国 ―２７名（選手２１名、コーチ６名） 

            香港チャイナ      ３名（選手 ３名） 

            シンガポール      ２名（選手 ２名） 

            マレーシア       ８名（選手 ６名、コーチ ２名） 

       タイ王国       １４名（選手１０名、コーチ ４名） 

今回は、４つの国と地域から２１名の選手と６名のコーチを向かい入れ、トレー

ニングキャンプを行った。 

トレーニングの効果としては、キャンプ直後に開催された ACC Track Asia Cup 

2013において、香港チャイナの２名がメダルを獲得したほか、エリート選手に関し

ては、第１回国内トレーニングキャンプの時に伊豆ベロドロームで出した記録を、

１秒近く縮める記録を打ち出した。 

  ウ．ガールズサマーキャンプへの協力 

公益財団法人ＪＫＡ及び公益財団法人日本自転車競技連盟が主催する「ガールズサ

マーキャンプ２０１３」に指導協力を行った。 

     協力内容は、次のとおりである。 

開催期間：平成２５年８月１１日～平成２５年８月１６日 

開催場所：本センター４００メートルピスト、伊豆ベロドローム 
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       指導対象：Ｂグループ ―２０名（中学生、高校生、自転車競技ビギナー） 

指導スタッフ：５名 

自転車競技経験が皆無あるいは浅い選手が対象であるため、自転車競技を楽しめる

ようなプログラムを織り交ぜながら、効率的な乗車フォーム、ペダリング、インター

バルトレーニングを中心に身体能力の向上に努めた。 

 

（２）自転車競技大会及び合宿の開催と受入れ 

  ア．自転車競技大会 

５キロサーキット、伊豆ベロドローム、ＭＴＢコース、ＢＭＸコースを始めとする

本センター所有施設を活用し、各種自転車競技大会を企画・開催した。また、他団体

が主催する様々な自転車競技大会を招致し、その開催にも協力した。 

     ［主な主催大会］ 

       ・ＣＳＣクリテリウムシリーズ（全９戦） 

             ・Challenge The Izu Velodrome（全５戦） 

・第１６回ＣＳＣ5時間耐久チームサイクルロードレース大会 

・ＣＳＣトラック自転車競技大会２０１３夏（KID'S～マスターズ） 

・ＣＳＣトラック自転車競技大会２０１３秋 

・２０１３ Ａ&Ｆ ２４時間耐久 ＭＴＢ ＣＵＰ ｉｎ サイクルスポーツセンター 

      ※平成２５年度主催大会：１８件 １，５２８名（前年度２１件 １，４７７名）  

     

［他団体が開催した主な大会］ 

       ・１６ｔｈ ＴＯＵＲ ＯＦ ＪＡＰＡＮ 伊豆ステージ 

       ・第５４回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 

       ・第２６回全日本ＭＴＢ選手権大会 

       ・第３０回全日本ＢＭＸ選手権大会 

       ・第８２回全日本自転車競技選手権大会・トラックレース 

       ・２０１３年ＪＯＣジュニアオリンピックカップ自転車競技大会 

       ・第４７回ＪＢＣＦ東日本ロードクラシック 

             ・２０１３伊豆ＢＭＸ国際 

       ・静岡ウインタートラック inベロドロームシリーズ戦（全４戦） 

       ・ジャパントラックカップⅠ・Ⅱ 

       ・ＭＴＢ ２０１４ ＣＳＣ Ｃｌａｓｓｉｃ 

      ※平成２５年度他団体大会：４４件 ４，６０９名（前年度３９件 ４，８４７名）  

     なお、詳細は（別表２）自転車競技大会一覧のとおりである。 

  イ．自転車競技合宿 

ナショナルチームを始め、大学や高等学校の自転車競技部、各種自転車競技団体等、

延べ 158 団体 1,817名の自転車競技者を誘致し、伊豆ベロドロームほか各自転車競技

施設を提供した。 
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（３）伊豆サイクルスポーツクラブの運営 

本センターの施設・設備とスタッフを活用して、伊豆サイクルスポーツクラブの運営

を行った。 

同クラブは、性別、年齢、目的及び自転車競技経験の有無を問わず、トップ競技者       

を目指す者のほか、キッズクラスからマスターズ世代に至るまで幅広い層を対象に、原

則として、トラック競技は毎週土曜日、ＭＴＢ競技は月２回土曜日、ＢＭＸ競技は月２

回日曜日に活動した。 

なお、伊豆サイクルスポーツクラブは、伊豆市スポーツ少年団への登録を済ませ、地

元自治体との連携を密にしている。 

    ［会 員 数］ 

      平成２４年度： ８８名（トラック５６名、ＭＴＢ２２名、ＢＭＸ１０名） 

      平成２５年度： ９５名（トラック６６名、ＭＴＢ１９名、ＢＭＸ１０名） 

 

（４）自転車競技体験キャンプの開催 

自転車競技やサイクルスポーツの楽しさ等、自転車の魅力を充分に感じて頂き、自転

車を生涯スポーツのアイテムとして利用促進するとともに、自転車競技愛好者の底辺拡

大を図るため、小学生から中学生までを対象にしたＭＴＢキャンプを開催した。 

・ＭＴＢサマーキャンプ ※２泊３日 

なお、詳細は（別表３－１）自転車スクール及び自転車キャンプ開催内容一覧のとお

りである。 

 

（５）自転車スクールの開催 

自転車愛好者の底辺拡大を図るため、自転車に乗れない女性を対象にした１泊２日の

乗り方教室を５回、小学生を対象にした日帰りの乗り方教室を場内において５回、立川

競輪場において１回開催した。 

なお、詳細は（別表３－１）自転車スクール及び自転車キャンプ開催内容一覧のとお

りである。 

 

（６）各種イベントの開催 

  ア．健康増進講座  

     ウエイトトレーニング場の一般開放と併せて、クイックシェイプ・腹筋プログラ

ム・コアトレーニング・ステップエクササイズ・ラダートレーニング・体脂肪測定等

の各種健康体力づくり講座を定期的に開催し、近隣住民の健康増進を図るとともに、

自転車の健康面での効用も併せて啓発した。 

なお、詳細は（別表３－２）健康増進講座開催内容一覧のとおりである。 
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イ．自転車普及イベント 

間近で自転車の魅力や楽しさが満喫できるような自転車の国ならではの自転車普

及イベントを開催し、自転車愛好者の底辺拡大に努めた。 

・第１０回ＣＳＣ３時間耐久一輪車レース大会 

・第２４回新春静岡県一輪車競技大会 

・BMX Prayers Ride ～伊豆で踊り子～ 

・第１０回紅葉サイクリング 

・STRIDER PARK FUN Meeting 

・第３回 STRIDER Mini Mini チャッキーカップ 

・２０１４FM IS CUP STRIDER 第１戦 

なお、詳細は（別表４）イベント開催内容一覧のとおりである。 

  ウ．スポーツイベント 

     自然環境に恵まれた本センターの各種訓練施設等を会場にして、スポーツイベント

を開催し、スポーツへの参加機会を提供するとともに、サイクルスポーツの存在を認

知させるよう努めた。 

・第１６回ＣＳＣ春の山菜採りウォーキング 

・体育の日「健康イベント」 

・ＣＳＣフットサル夏季リーグ４ｔｈ 

・フットサル １Ｄａｙナイトリーグ１ｔｈ（全３戦） 

・フットサル ＣＳＣ山のカップ  ビギナーズ The８th 

     なお、詳細は（別表４）イベント開催内容一覧のとおりである。 

 

（７）自転車プログラムの充実 

自転車競技のオリンピック種目：４種目全ての体験が可能な本センターの特色を首都

圏の旅行代理店に提案し、ツアー等の企画商品の設定を要請し、平成２６年度からのツ

アー開催が決定した。 
このほかソフト面でのサービス向上を図り、サイクルスポーツの普及に努めた。 

 

（８）自転車競技の地域普及啓発活動 

本センターに在籍する自転車競技の公認コーチ・インストラクター及びプロライダー

を活用し、トラック、ロード、ＭＴＢ、ＢＭＸの各競技体験プログラムを地元住民へ提

供することにより、自転車競技と触れ合う機会を設け、伊豆地域における自転車競技の

普及啓発に努めた。 

このほか、静岡県立伊豆総合高等学校の体育科目選択授業の場として伊豆ベロドロー

ムを提供し、トラック競技の技術指導に関する協力を行った。 

     なお、詳細は（別表５）自転車競技体験プログラム一覧のとおりである。 
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（９）ナショナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）競技別強化拠点の活用 

    ＮＴＣ自転車競技強化拠点施設として、文部科学省との委託契約に基づき、ナショ  

ナルチームの強化やジュニア競技者の計画的な育成を行うための施設の優先・専有利  

用及びトレーニング施設の競技条件の向上、科学的なトレーニングを行うための医科  

学サポート並びに情報ネットワークの構築等、競技力向上のための活用事業を行った。 

 

 

３．サイクルスポーツに必要な自転車等に関する研究 

   自転車施設にレンタサイクルとして配備した各種市販自転車の利用後の評価に関して

アンケート調査を行うとともに、日常の自転車利用の機会や目的等についてもデータを収

集した。 

 

 

４．サイクルスポーツ施設に付帯する施設等の運営に関する事業 

（１）各種施設の提供 

“安全性の確保”と“満足度の向上”を念頭に置き、２キロサーキット、おもしろ自転

車、サイクルモノレール等の自転車関連施設及びサイクルコースター、スカイローラー

を始めとする遊戯的施設等を一般へ提供した。 

 

（２）その他の事業 

このほか、５キロサーキットコースを活用した各自動車メーカーによるＰＲイベント

や、自転車関連施設を素材とした魅力的なコンテンツを活用した撮影など、メディアを

通して本センターのイメージを広く発信し、知名度向上と施設活用のための更なる誘致

につなげていくため、収益を目的とした施設の貸与等の事業を行った。 

 

５．飲食等付随するサービス事業 

飲食及び物品販売事業については、顧客満足度の向上に心掛け、新たなメニュー開発に

取り組むとともに、販売価格や食材等仕入れの見直しを行い、収益の獲得に努めた。 

 

 

６．施設のリニューアル 

前年度に実施した迷路の更新等に引き続いて、本年度は夏季シーズンに合わせ、流水プ

ールの改修等を行うとともに、リニューアル事業の目玉となる新規施設の導入、既存施設

の大規模な改修を次のとおり実施した。 
併せて、全日本マウンテンバイク選手権大会等の招致を図るために、ダウンヒルコース

を建設したほか、自転車競技施設の利用環境の向上を目的として、５キロサーキット走路

補修工事等を行った。 
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 ［リニューアル：新規導入施設］ 

施 設 名 施 設 概 要 

ジャングルジム 

「ＦＵＪＩＳＡＮ」 

 

富士山の形、富士山のヒノキ、富士山の 

におい、富士山の眺望、富士山にこだわ 

った、日本最大級の木製ジャングルジム。 

 

・サイズ：本体：幅 23.6m、奥行き 9.35m、 

 高さ 5m（9段） 

・使用木材：富士山産ヒノキ 45角 

・料  金：（時間制）￥310/20分 

・定  員：72名 

・営業開始：平成 26年 3月 21日 

 
 

ふわふわドーム 

 

全国各地で今一番子供に人気のアトラク

ション。エアー式トランポリンの上を、

飛び跳ねて遊ぶ。 

 

・サイズ：幅 12m、奥行き 24m、高さ 1.5m 

・素 材：ポリ塩化ビニル 

・料 金：（時間制）￥310/10分 

・定 員：48名 

・営業開始：平成 26年 3月 21日 

 
 

こども広場 

「キッズアイランド」 

 

小さなジャングルジム、平均台、ウッド

デッキ、ターゲットボールなど、ナチュ

ラルな遊具で大自然のなか、のびのびと

体を使って遊ぶ。 

 

・敷地面積：200㎡ 

・収容人員：200名 

・料  金：（時間制）￥310/60分 

      ※小人専用、2歳以上有料 

・収容人員：200名 

・営業開始：平成 26年 3月 21日 

 
 

ウォーターバルーン 

 

直径 2ｍの大きなバルーンに入って、水上

で遊ぶ。（流水プールに併設） 

 

 

・料  金：（時間制）￥620/5分 

・定  員：1名 

・営業開始：平成 25年 7月 13日 
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［リニューアル：改修施設］ 

施 設 名 改 修 内 容 

おもしろ自転車広場

の拡張 

 

サイクルスポーツセンター1 番人気アト

ラクション。2 輪車から大型 4 輪車まで

ユニークな乗り物を取り揃えている。 

 

・改修内容：既存スペース 2,730 ㎡を 

4,434㎡に拡張 

 

・料  金：（時間制）￥420/30分 

・営業開始：平成 26年 3月 21日 

 
 

サイクルモノレール 

 

全長 300ｍ、地上 4ｍのレール上をペダ

ルを回して進む。 

 

・改修内容：２線路を単線に変更。建物

とレールのカラーリング

を変更。 

 

・料  金：￥310/1周 

・営業開始：平成 26年 3月 15日 

 
 

 

［リニューアル：付帯施設の改修］ 

項  目 改 修 内 容 

トイレの整備 

和式を洋式に変更し、一部、小さい子供用の洋式トイレも採用した。 

①洋式便器取替 12組、②幼児用便器取替 12組、③トイレドア取替 5か所 

・改修箇所：9か所 

・改修完了日：平成 26年 3月 31日 

休憩所整備 

屋外休憩スペースが不足していることから日射し対策を含め、おもしろ自転車並

びにファミリーサーキット付近にパラソルと休憩用ベンチを設置した。 

 ①ベンチ 24セット、②パラソル 42セット 

・改修完了日：平成 26年 3月 31日 

場内サイン整備 

形や配色等が不統一で、張り替えや汚れが目立つ物が多いことから、導線上のサ

インについては、機能性と統一感を持たせた円型誘導サインへ変更した。 
また、リニューアル施設の案内サインについては、施設の特徴を効果的に現せる

ようなサインへ変更した。 
・改修完了日：平成 26年 3月 31日 

 

 

７．広報及び誘致活動 

パソコンや携帯電話の普及が著しい現況に鑑み、様々な情報を簡単に不特定多 数の者

へ到達させることができるなど、最も高い費用対効果が期待できる“インターネット”を

フルに活用し、ホームページの充実・他のホームページとのリンク・情報メールの発信を

積極的に行い、営業メニュー・自転車競技大会・イベント・各種スクール・季節毎の見所・

各施設の営業状況等の情報をタイムリーに発信するよう努めた。 

 

― 10 ― 



併せて、自転車競技大会やイベントの開催時には、雑誌・チラシなどを媒体とした広告

宣伝を実施したほか、各種報道機関や地元行政機関に対して、積極的な情報提供を行い、

パブリシティ活動を推進した。 

この中で、３月２１日のリニューアルオープンイベントについては、有料広告として、

テレビスポット６５本、ラジオスポット３０本、県内及び首都圏新聞３紙へ告知した。 

また、パブリシティとして、テレビ静岡とオープニングの放映並びに連動イベント等を

実施した。なお、リリースにより、県内新聞及び首都圏版３紙に掲載された。 

このほか、首都圏に対しては、経験豊富な専属の担当者を配し、旅行代理店並びに公官

庁・大手企業・学校等への販売促進活動を展開する一方、地元に対しては、伊豆半島一円

の宿泊施設や幼稚園及び保育園へ定期的に案内資料を提供し、誘客促進を図った結果、 

７７件 ９,９９３名の団体予約を受け、一般入場者９,３８３名及びスポーツ合宿等のサ

イテル宿泊者７,５６８名を獲得した。 

なお、詳細は（別表６）広報宣伝活動内容一覧、（別表７）販売促進活動内容一覧のと

おりである。 

 

 

８．その他 

（１）財務システムの改善・合理化 

   一般財団法人への移行を契機として、公益法人会計基準（平成２０年度基準）に対応

した会計処理システムへ変更するため、専用会計システムの導入と周辺のＯＡ機器を整

備した。これにより、飲食・宿泊事業の直営化に伴って急激に増加していた財務関連の

事務は、効率的な処理が可能となった。 

 

（２）各種資格取得の奨励・支援 

本センターの事業運営に必要とされる各種資格については、担当業務を問わず、その

取得を積極的に奨励し、本事業年度においては、日本体育協会・公認コーチ（自転車）

に２名が合格した。 

    なお、その詳細は（別表９）職員研修内容一覧のとおりである。 

 

（３）地域行政との協調 

ア．伊豆市事業への協力 
“伊豆をサイクルスポーツ・サイクルレジャーのメッカに！”を合言葉に、伊豆市

と自転車関係団体とが「サイクルメッカ伊豆推進協議会」を組織し、サイクルフェ

スティバル伊豆２０１３を開催した。なお、当初９月に計画していた富士山世界遺

産登録記念伊豆半島富士山眺望サイクリングは、天候不良のため前日のプレイベン

トのみで、サイクリングイベントは中止となった。 

イ．静岡県事業への協力 
 地域資源の活用とスポーツをキーワードにした新たな事業の創出による地域経済

の発展を目的に、地元企業と行政とが「静岡県東部地域スポーツ産業振興協議会」

を組織したことから、本センターは同協議会の設立発起人の一員として参画し、ス

ポーツと宿泊・観光を組み合わせた新しいサービスや商品の開発等に関する検討を

行った。 
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ウ．反社会的勢力排除への取り組み 
暴力団等反社会的勢力を排除して施設等の利用者の安全と快適な環境を保持する

ため、警察、公益財団法人静岡県暴力追放運動推進センター及び静岡県弁護士会と

地元観光関連施設とが「伊豆いで湯の郷暴力団等排除対策協議会」を組織したこと

から、本センターは同協議会事業のモデルケースとして加入し、暴力団等排除に向

けた取り組みに全面的な協力を行った。 

 

（４）施設の保守整備 

場内アトラクションの法定点検・定期点検を実施したほか、電気、電話、ボイラー、

水道、衛生、空調、防災等の各種設備については、専門業者と委託契約を締結して保守

管理を行い、諸施設・設備の健全維持に努めるとともに、環境整備作業や小補修につい

ては、職員自らの手で行い、経費の節減を図った。 

 

（５）その他 

    理事会・評議員会を始めとする諸会議の開催、規程の見直し、各種職員研修などの業

務を必要に応じて行った。 

１月には、専門講師を招いて接遇に関するマナー研修を行った。 

    なお、その詳細は（別表８）諸会議開催内容一覧、（別表９）職員研修内容一覧のと      

おりである。 
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人　数 割　合 営業日数 人　数 割　合 営業日数 前年比

23,423 10.2% 29日 19,421 8.7% 27日 △ 4,002 82.9%

27,584 12.0% 27日 30,163 13.6% 27日 2,579 109.3%

14,441 6.3% 26日 14,673 6.6% 26日 232 101.6%

18,526 8.1% 28日 17,354 7.8% 28日 △ 1,172 93.7%

36,787 16.0% 31日 37,959 17.1% 31日 1,172 103.2%

14,180 6.2% 26日 13,912 6.3% 26日 △ 268 98.1%

18,034 7.9% 27日 13,782 6.2% 26日 △ 4,252 76.4%

13,811 6.0% 25日 14,101 6.3% 26日 290 102.1%

12,052 5.3% 24日 13,692 6.2% 24日 1,640 113.6%

15,252 6.7% 24日 15,292 6.9% 23日 40 100.3%

11,561 5.0% 24日 5,080 2.3% 17日 △ 6,481 43.9%

23,540 10.3% 29日 26,662 12.0% 29日 3,122 113.3%

229,191 100.0% 320日 222,091 100.0% 310日 △ 7,100 96.9%

　※２月期は記録的な降雪によって、本センター営業日数は、一部屋内施設で１７日間、その他自転車関連施設を中心
　　 とする屋外施設では２日～９日間のみの営業となり、入場者数も前年を大きく下回る結果となった。

　　１　　月

　１０　　月

　１１　　月

　　４　　月

　　５　　月

　　６　　月

　　７　　月

　　８　　月

　　９　　月

合　　　計

　１２　　月

　　２　　月

　　３　　月

（ 別表 １－１ ）　平成２５年度　月別入場者

[ 単 位 ： 人 ]

区　　分

平成２４年度 平成２５年度
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人　数 割　合 人　数 割　合 前年比

お と な 20,806 15.9% 23,755 17.2% 2,949 114.2%

こ ど も 5,450 4.2% 6,169 4.5% 719 113.2%

お と な 27,851 21.2% 26,297 19.0% △ 1,554 94.4%

こ ど も 7,554 5.8% 7,617 5.5% 63 100.8%

61,661 47.1% 63,838 46.2% 2,177 103.5%

お と な 4,883 3.7% 6,582 4.8% 1,699 134.8%

こ ど も 4,340 3.3% 5,654 4.1% 1,314 130.3%

お と な 18,843 14.4% 17,339 12.6% △ 1,504 92.0%

こ ど も 14,529 11.1% 15,343 11.1% 814 105.6%

42,595 32.5% 44,918 32.6% 2,323 105.5%

お と な 2 0.0% 8 0.0% 6 400.0%

こ ど も 2 0.0% 13 0.0% 11 650.0%

お と な 550 0.4% 440 0.3% △ 110 80.0%

こ ど も 535 0.4% 182 0.2% △ 353 34.0%

おとな 5,568 4.2% 7,744 5.6% 2,176 139.1%

こども 2,574 2.0% 3,360 2.4% 786 130.5%

715 0.5% 428 0.3% △ 287 59.9%

9,946 7.5% 12,175 8.8% 2,229 122.4%

お と な 3,219 2.5% 3,194 2.3% △ 25 99.2%

こ ど も 742 0.6% 795 0.6% 53 107.1%

3,961 3.1% 3,989 2.9% 28 100.7%

8,308 6.3% 8,755 6.3% 447 105.4%

4,641 3.5% 4,454 3.2% △ 187 96.0%

131,112 100.0% 138,129 100.0% 7,017 105.4%

92,585 41.4% 78,363 36.2% △ 14,222 84.6%

223,697 100.0% 216,492 100.0% △ 7,205 96.8%

5,494 2.4% 5,599 2.5% 105 101.9%

229,191 100.0% 222,091 100.0% △ 7,100 96.9%

320 100.0% 310 100.0% △ 10 96.9%

69 21.6% 66 21.3% △ 3 95.7%

　　その他有料入場者

　　有料入場者合計

計

セ
　

ッ
　
ト
　
券

こども会

スクール

特　　別

計

夜　　　間

　　営業日における雨天日数（日）

　　無　料　入　場　者

　　入　場　者　総　合　計

　　営　業　日　数　（日）

　　一般有料入場者計

身　　障　　者

計

と
く
と
く
パ
ス

個　　人

団　　体

計

増　　　減

人　数

有
　
　
　
　
料
　
　
　
　
入
　
　
　
　
場
　
　
　
　
者

入
　
場
　
券

個　　人

団　　体

    大会・合宿等

　　パターゴルフコース利用者　

（ 別 表 １－２ ）　平成２５年度　入場者内訳

［ 単 位 ： 人 ］

区　　　　　分
平成２４年度 平成２５年度
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人　数 利用率 人　数 利用率 前年比

５キロサーキット 12,196 5.3% 12,289 5.5% 93 100.8%

ファミリーサーキット 49,201 21.5% 54,904 24.7% 5,703 111.6%

ＭＴＢコース 6,564 2.9% 7,791 3.5% 1,227 118.7%

ＢＭＸコース 521 0.2% 621 0.3% 100 119.2%

STRIDER 208 0.1% 275 0.1% 67 132.2%

伊豆ベロドローム 160 0.1% 104 0.0% △ 56 65.0%

サイクルコースター 85,675 37.4% 82,260 37.0% △ 3,415 96.0%

おもしろ自転車 86,648 37.8% 89,406 40.3% 2,758 103.2%

サイクルゴーランド 42,220 18.4% 45,186 20.3% 2,966 107.0%

サイクルＵＦＯ 37,445 16.3% 43,751 19.7% 6,306 116.8%

サイクルモノレール 46,872 20.5% 46,727 21.0% △ 145 99.7%

水上自転車 43,748 19.1% 44,961 20.2% 1,213 102.8%

サイクル電車 27,517 12.0% 24,872 11.2% △ 2,645 90.4%

体育館・流水プール 12,709 5.5% 15,532 7.0% 2,823 122.2%

スカイローラー 72,139 31.5% 78,315 35.3% 6,176 108.6%

アスレチック迷路
キャッスルアドベンチャー 49,654 21.7% 65,715 29.6% 16,061 132.3%

スペースタワーズ 29,497 12.9% 30,345 13.7% 848 102.9%

サイクル温泉ゆーサロン 85,530 37.3% 76,583 34.5% △ 8,947 89.5%

室内フットサル場 21,526 9.4% 17,849 8.0% △ 3,677 82.9%

パターゴルフコース 6,765 3.0% 6,115 2.8% △ 650 90.4%

コイン施設 289 0.1% 245 0.1% △ 44 84.8%

ＤＡＹキャンプ場  元気の森 4,450 1.9% 3,505 1.6% △ 945 78.8%

ウォーターバルーン － － 5,609 2.5% 5,609 －

ふわふわドーム － － 2,399 1.1% 2,399 －

こども広場 キッズアイランド － － 210 0.1% 210 －

ジャングルジム ＦＵＪＩＳＡＮ － － 4,350 2.0% 4,350 －

721,534 314.8% 759,919 342.2% 38,385 105.3%

 　１．平成２５年度における体育館・流水プールの有料営業期間は、７月１３日から９月１日まで
 　　（平成２４年度は、７月１４日から８月３１日まで）
　 ２ ．ウォーターバルーンは、平成２５年７月１３日から営業を開始（土日祝日及び特別営業期間のみ）
　 ３ ．ふわふわドーム、こども広場 キッズアイランド及びジャングルジム ＦＵＪＩＳＡＮは、平成２６年３月２１日から
　　　営業を開始
　 ４ ．サイクル電車、スペースタワーズは、平成２６年１月１３日をもって廃止。
　 ５．サイクルコースターは、改修工事のため２月１７日から３月３日まで営業を中止
　 ６．サイクルモノレールは、リニューアル工事のため１月１４日から３月１４日まで営業を中止
　（積雪による営業中止）
　 ７．５キロサーキット、ＭＴＢコース、ＢＭＸコース：２月８日から３月５日まで営業を中止
　 ８．水上自転車、ファミリーサーキット：２月８日から２月２８日まで営業を中止
 　９．その他施設：２月８日から２月１１日、２月１４日から２月２１日まで営業を中止

合　　　　　計

（ 別表 １－３ ）　平成２５年度　施設利用者内訳

区　　　　　分
平成２４年度 平成２５年度 増　　　減

人　数
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４月 CSCクリテリウムシリーズ ～第１戦～ 日本サイクルスポーツセンター ４８人

４月 Challenge The Izu Velodrome 第１戦 日本サイクルスポーツセンター ５７人

５月 CSCクリテリウムシリーズ ～第２戦～ 日本サイクルスポーツセンター ３８人

５月 Challenge The Izu Velodrome 第２戦 日本サイクルスポーツセンター ４２人

６月 CSCクリテリウムシリーズ ～第３戦～ 日本サイクルスポーツセンター ３８人

６月 Challenge The Izu Velodrome 第３戦 日本サイクルスポーツセンター ５８人

６月 CSCクリテリウムシリーズ ～第４戦～ 日本サイクルスポーツセンター ５５人

７月 ＣＳＣトラック自転車競技大会２０１３夏（KID'S～マスターズ） 日本サイクルスポーツセンター ９７人

７月 第１６回ＣＳＣ5時間耐久チームサイクルロードレース大会 日本サイクルスポーツセンター ４３４人

９月 Challenge The Izu Velodrome 第４戦 日本サイクルスポーツセンター ４９人

９月 CSCクリテリウムシリーズ ～第５戦～ 日本サイクルスポーツセンター ５８人

１０月 Challenge The Izu Velodrome 第５戦 日本サイクルスポーツセンター ２９人

１１月 Ａ＆Ｆ ＭＴＢ ＣＵＰ ２４ｈ in サイクルスポーツセンター 日本サイクルスポーツセンター １７９人

１１月 ＣＳＣトラック自転車競技大会２０１３秋 日本サイクルスポーツセンター ９１人

１１月 CSCクリテリウムシリーズ ～第７戦～ 日本サイクルスポーツセンター ３３人

１２月 CSCクリテリウムシリーズ ～第８戦～ 日本サイクルスポーツセンター ８０人

１月 CSCクリテリウムシリーズ ～第９戦～ 日本サイクルスポーツセンター ６４人

３月 CSCクリテリウムシリーズ ～最終戦～ 日本サイクルスポーツセンター ７８人

４月 全日本学生トラックレースシリーズ第１戦 日本学生自転車競技連盟 １３４人

５月 １６ｔｈ ＴＯＵＲ ＯＦ ＪＡＰＡＮ 伊豆ステージ 自転車月間推進協議会 ７０人

６月 ＪＣＲＣシリーズ第５戦 日本サイクルレーシングクラブ協会 ３６２人

６月 第５４回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 日本学生自転車競技連盟 ２３０人

７月 第３０回全日本ＢＭＸ選手権大会 日本自転車競技連盟 １７１人

７月 第２６回全日本ＭＴＢ選手権大会 日本自転車競技連盟 １７５人

７月 第８２回全日本自転車競技選手権大会・トラックレース 日本自転車競技連盟 1０７人

８月 ２０１３年ＪＯＣジュニアオリンピックカップ自転車競技大会 日本自転車競技連盟 １２６人

９月 第４７回ＪＢＣＦ東日本ロードクラシック 全日本実業団自転車競技連盟 ４２２人

１０月 ２０１３年東京都選手権トラック・ロードレース大会 東京都自転車競技連盟 １４８人

１１月 ２０１３伊豆ＢＭＸ国際 日本自転車競技連盟 1４４人

１１月 静岡ウインタートラックinベロドロームシリーズ戦 静岡県自転車競技連盟 6３人

１２月 第４回５時間耐久東京車連 エンデューロ 東京都自転車競技連盟 1１６人

１月 静岡ウインタートラックinベロドロームシリーズ戦 静岡県自転車競技連盟 6７人

１月 ジャパントラックカップⅠ 日本自転車競技連盟 9４人

１月 ジャパントラックカップⅡ 日本自転車競技連盟 １８８人

２月 静岡ウインタートラックinベロドロームシリーズ戦 静岡県自転車競技連盟 7４人

３月 静岡ウインタートラックinベロドロームシリーズ戦 静岡県自転車競技連盟 7２人

３月 ＭＴＢ ２０１４ ＣＳＣ Ｃｌａｓｓｉｃ ＣＳＣ Ｃｌａｓｓｉｃ 実行委員会 ２２０人

３月 ＪＣＲＣシリーズ第２戦 日本サイクルレーシングクラブ協会 ３４６人

＜主催大会＞
　　１８大会・１，５２８人参加（５キロサーキット、MTBコース、伊豆ベロドロームほか）　
　　　※ CSCクリテリウムシリーズの第６戦（１０月）は、雨天のため中止。

　　　※前年度実績 ２１大会・１，４７７人参加

＜協力大会＞
　　４４大会・４，６０９人参加（５キロサーキット、MTBコース、ＢＭＸコース、伊豆ベロドロームほか）　
　　　※前年度実績３９大会・４，８４７人参加

協
　
　
　
力

主
　
　
　
催

（ 別 表 ２ ）　自転車競技大会一覧

開 催 月 　　　主　　　な　　　大　　　会 主 　催　 団　 体 参加選手
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自転車に乗れない女性を対象にした１泊２日の教室 ２１人

　　５回開催（第２８９回 ：５月 ～ 第２９４回 ：３月 ）

自転車に乗れない小学生を対象にした日帰りの教室 ７９人

　　５回開催（ 第８３回 ：６月 ～ 第８８回 ：３月 ）

自転車に乗れない小学生を対象にした日帰りの教室 ２８人

　　１回開催（ １０月 ）

　　　　立川競輪場（ 主催 ：立川市 ）   ２８人

８人

　　１回開催（ 　８月 ）

　　　　小学生７人（男５人、女２人）、中学生（男１人）

ウエイト会員及び一般を対象にした日帰りのシェイプアップ教室 １，０４８人

　　　　クイックシェイプ　　　　　　　　　　　　　４１回   ２３４人

　　　　腹筋プログラム　　　　　　　　　　　　　５３回   ２２０人

　　　　コアトレーニング　　　　　　　　　　　　 ５９回 　２７４人

　　　　ステップエクササイズ　　　　　　　　 　１２回 　　５３人

　　　　ラダートレーニング　　　　　　　　　 　 ２７回 　１１１人

　　　　体脂肪測定　　　　　　　　　　　　　　　　１回   　　１人

　　　　ストレッチ　　　　 　　　　　　　　　　　　３９回 　１４３人

　　　　ストレッチポール 　　　　　　　　　　　   ５回 　　１２人

　　２３７回開催（ ４月 ～ ３月 ）

　　　※ 第２９２回は最少催行人数に達しなかったため中止

　　　　　自転車教室（場内）　

　　　※ 第８７回は最少催行人数に達しなかったため中止

　 小学校から中学生までを対象にした２泊３日の体験キャンプ

　健康増進講座

（ 別 表 ３－１ ）　自転車スクール及び自転車キャンプ開催内容一覧　

区　　　名 内　　　　　　　　　　　容 参 加人数

　女性のための
　　　　　　　自転車教室

　小学生のための

ＭＴＢサマーキャンプ

（ 別 表 ３－２ ）　健康増進講座開催内容一覧　

区　　　名 内　　　　　　　　　　　容 参 加人数

　　　　　自転車教室（場外）　
　小学生のための
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　ゴールデンウィーク キャラクターショー（２種類） 　２日

　　　　サイクルカーニバル ふあふあランド 　４日

ヤマト交通安全教室 　１日

　一輪車競技大会 　平成２５年　６月２３日（日） 　１日 ４００人

～共催～   （チーム対抗）

　平成２６年　１月　３日（金） 　１日 １４４人

  （５kmマラソン）

　自転車・音楽イベント 　平成２５年１１月　４日（月） BMX Prayers Ride ～伊豆で踊り子～ 　１日 　６０人

　サイクリング大会 　平成２５年１１月２３日（土） 第１０回紅葉サイクリング 　１日 　１３人

　ストライダー大会 　平成２５年１２月　８日（日） 　１日 １１３人

　平成２６年　３月　２日（日） 　１日 ３５１人

　平成２６年　３月１６日（日） 　１日 　６６人

　リニューアル 「ジャングルジムFUJISAN」前広場 　１日

　　　オープンセレモニー 【リニューアル施設】

　春のサイクルカーニバル キャラクターショー（２種類） 　２日

　ウォーキング 　平成２５年　４月２１日（日） 第１６回ＣＳＣ春の山菜採りウォーキング 　１日 　１３人

　体育の日イベント 　平成２５年１０月１４日（月） 体育の日「健康イベント」 　１日 　９７人

　マラソン大会 　平成２５年１２月２３日（月） 第９回伊豆サンタマラソン 　１日 1４１人

  フットサル大会 　平成２５年　６月１５日（土） 　５日 ２７８人

　４８人

　４５人

　４７人

　平成２６年　３月３０日（日） 　１日 　８６人

  （会員及び一般８チームによるリーグ戦＆トーナメント戦）　

  平成２５年１２月　７日（土） １Ｄａｙナイトリーグ２nd 　１日

  平成２６年　２月　１日（土） 　１日

　（会員及び一般６チームによるリーグ戦）

１Ｄａｙナイトリーグ３rd

　（会員及び一般６チームによるリーグ戦）

ＣＳＣ山のカップ  ビギナーズ　　The ８ｔｈ

第３回 STRIDER MiniMini チャッキーカップ

２０１４FM IS CUP STRIDER Park 第１戦

ＣＳＣフットサル夏季リーグ

　　　　～ 同　７月２０日（土）　   （会員７チームによるリーグ戦）　

  平成２５年１０月　５日（土） １Ｄａｙナイトリーグ１ｓｔ 　１日

　（会員及び一般６チームによるリーグ戦）

固定ローラースピード測定、「健康チェックブース」開設

5ｋｍ、１０ｋｍコース　※雨天により５ｋｍコースのみ

①ジャングルジムFUJISAN ②ふわふわドーム ③
キッズアイランド ④おもしろ自転車広場 ⑤サイクル
モノレール

　平成２６年　３月２２日（土）

( 別 表 ４ )  イベント開催内容一覧

イ　ベ　ン　ト　名 開　催　日 主　　な　　内　　容

　平成２６年　３月２１日（金）

　平成２５年　４月２７日（土）

　　　  ～ 同　５月　６日（月）

第２４回新春静岡県一輪車競技大会

健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト

自
転
車
普
及
イ
ベ
ン
ト

（ＢＭＸと音楽によるコラボ）

STRIDER Park Fun Meeting

第１０回ＣＳＣ３時間耐久一輪車レース大会

　　　  ～ 同　３月２３日（日）
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　平成２５年　７月３１日（水） 伊豆市立熊坂小学校 　１日 ４８人

　平成２５年　８月２７日（火） 伊豆市ふるさと学級 　１日 　３９人

　平成２６年　３月　８日（土） 修善寺駅前子ども会 　１日 　８８人

　平成２６年　３月１２日（水） 伊豆市立修善寺中学校 　１日 １２１人

静岡県立伊豆総合高等学校体育科目授業 １５日 ２３７人

　第１グループ（３年生）　２５人（実習回数５回）

　第２グループ（３年生）　　５人（実習回数５回）　

　第３グループ（２年生）　１９人（実習回数５回）

　（伊豆ベロドロームでのトラック競技実習）

開　催　日 主　　な　　内　　容

( 別 表 ５ )  自転車競技体験プログラム一覧

（ロード、ＭＴＢ及びＢＭＸ競技の各種体験プログラム）

（トラック、ＭＴＢ及びＢＭＸ競技の各種体験プログラム）

（トラック及びＢＭＸ競技の各種体験プログラム）

　平成２５年１０月２１日（月）

　～平成２６年　２月１９日（水）

（トラック、ＭＴＢ及びＢＭＸ競技の各種体験プログラム）



―20―

テレビ 静岡朝日テレビ、テレビ静岡 １５秒スポット ６５本

ラジオ Ｋ-ＭＩＸ ２０秒スポット ３０本

新聞 ３回

雑誌 ３誌　　　　３回

車内吊 中伊豆東海バス　 ２枚／車両 ・ １期７日 ３５車両　　　５２期

看板 伊豆箱根鉄道・駿豆線（修善寺駅構内電飾看板） １基　　１２ヵ月

その他 １回

アットメール（携帯ホームページ付メール配信システム） １２ヵ月

７回

テレビ 静岡朝日テレビほか １０回

ラジオ １回

新聞 静岡新聞、伊豆日日新聞 ほか　 ３７回

雑誌 ２誌　　　　２２回

その他 ４回

読売ファミリーサークル、ハッピークーポンほか

静岡新聞、伊豆日日新聞、報知新聞ほか

広
　
　
　
　
　
告

ＴＮＣクーポンズ、朝日新聞静岡デジタル版；伊豆ひろし旅

ＦＭ ＩＳ（地元局)

昭文社、るるぶ情報版こどもとあそぼ

自転車競技大会プログラム広告（第４４回ＪＢＣＦ東日本トラック・レース ほか）

（ 別 表 ６ ）　広報宣伝活動内容一覧     

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

媒　体　名

新聞折込広告（静岡県東部地区）

内　　　     　　　　　　　　　容
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77 9,993 9,383 7,568 5,658 13,226

（ 別 表 ７ ）　販売促進活動内容一覧

区　分

計営業外

４　月 6 810 505 720259

５　月 7 656 456 924631293

６　月 9 1,084 280 1,054664390

７　月 7 313 1,227 1,6556211,034

８　月 8 1,065 3,476 3,0963842,712

９　月 5 756 893 952249703

１０　月 6 1,001 717 654281373

１１　月 7 877 337 866754112

125

１２　月 6 1,176 276 977485492

543 326 513285228

4 812 205 720595１　月

サイテル宿泊
一般入場件　数 人　数

1,095450645

２　月 5

（単位：人）

合　計

営業予約実績 来　　場　　実　　績

スポーツ合宿

461

３　月 7 900 685
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会議名

 （議案第１号） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 事業報告について

 （議案第２号） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 決算報告について

 （報告事項１）　 平成２５年度公益振興補助事業の補助金交付内定について

 （議案第１号） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 公益目的支出計画実施報告について

第６回理事会  （平成２５年１０月１７日開催、東京）

 （議案第１号） 主たる事務所の移転について

 （議案第２号） 平成２５年度予算の補正について

 （議案第３号） 第５回評議員会の招集について

 （報告事項１） 合宿所の直営化について

 （議案第１号） 平成２５年度収支予算の補正について

 （議案第２号） 平成２６年度事業計画について

 （議案第３号） 平成２６年度収支予算について

 （議案第４号） 第６回評議員会の招集について

 （報告事項１） リニューアル事業について

 （議案第１号） 常務理事の選定について

 （議案第１号） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 決算報告について

 （報告事項１） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 事業報告について

 （報告事項２） 平成２５年度公益振興補助事業の補助金交付内定について

 （議案第１号） 定款の一部変更について

 （議案第２号） 評議員の補充選任について

 （議案第３号） 監事の補充選任について

 （報告事項１） 平成２５年度予算の補正について

第６回評議員会  （平成２６年３月２８日開催、東京）

 （議案第１号） 理事の選任について

 （報告事項１） 平成２５年度収支予算の補正について

 （報告事項２） 平成２６年度事業計画について

 （報告事項３） 平成２６年度収支予算について

 （報告事項４） リニューアル事業について

（ 別 表 ８ ）　諸会議開催内容一覧

　開　　　　　　　催　　　　　　　内　　　　　　　容

第４回理事会　（平成２５年５月２８日開催、東京）

第４回評議員会　（平成２５年６月１７日開催、東京）

第８回理事会　（決議省略、書面）

理
　
　
　
事
　
　
　
会

第７回理事会　（平成２６年３月１２日開催、東京）

評
　
議
　
員
　
会

第５回理事会　（決議省略、書面）

第５回評議員会　（平成２５年１０月２５日開催、東京）
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会議名

第１回常勤役員会　（平成２５年５月２４日）

 （議案第１号） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 事業報告について

 （議案第２号） 一般財団法人最初の事業年度（平成２４年１２月３日～平成２５年３月３１日）の

　　　　　　　　　 決算報告について

第２回常勤役員会　（平成２５年９月１８日）

 （議案第１号） 平成２６年度競輪補助事業への要望について

 （議案第２号） 定款の一部変更（主たる事務所の移転）について

 （議案第３号） 平成２５年度予算の補正について

 （議案第４号） 合宿所の直営化と組織体制について

第３回常勤役員会　（平成２６年３月7日）

 （議案第１号） 平成２５年度収支予算の補正について

 （議案第２号） 平成２６年度事業計画について

 （議案第３号） 平成２６年度収支予算について

役職員懇談会 （１１回開催：平成２５年４月～平成２６年３月）

管理職会議 （　４回開催：平成２５年４月～平成２６年３月）

営業施設の安全対策委員会 （　９回開催：平成２５年４月～平成２６年３月）　

防火管理委員会 （　４回開催：平成２５年６月、８月、１１月、平成２６年１月）

労務運営委員会 （　２回開催：平成２５年９月、１１月）

日本競輪学校との定例連絡会 （１２回開催：平成２５年４月～平成２６年３月）

そ
　
の
　
他

　開　　　　　　　催　　　　　　　内　　　　　　　容

常
　
勤
 

役
　
員
　
会
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新人職員研修（９月） １回 職員・長期アルバイト（計２名）

　 ・接遇ビジネスマナー教育

全体研修（１月） １回 職員（３７名）

　 ・接遇ビジネスマナーセミナー

日本体育協会公認コーチ養成講習会（９月：３日間） １回 競技振興係担当者（１名）

日本体育協会公認コーチ養成講習会（１０月：３日間） １回 スポーツ健康係担当者（１名）

防火管理者資格取得講習会（２月） １回 総務部長

販売事業部次長（計２名）

遊戯施設の運行管理者・運転者等講習会（４月） １回 普及事業１課長・２課長（計２名）

プール衛生管理者講習会（６月） １回 普及事業１課長

算定基礎届事務講習会並びに健康セミナー（６月） １回 総務係担当者（１名）

健康運動指導士「平成２５年度基礎講座」（６月） １回 競技振興課長

救命講習会 ～ＡＥＤ業務従事者講習～（７月） １回 職員（計３１名）

安全運転管理者法定講習会（８月） １回 総務部長

レジオネラ感染症防止対策セミナー（１１月） １回 スポーツ健康課長

特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 １回 施設課長

ナショナルトレーニングセンターセミナー（１１月） １回 競技振興課長

競技振興係担当者（計２名）

第１回競技別ＮＴＣ合同ミーティング（１２月） １回 競技振興課長

競技振興係担当者（計２名）

第１回静岡県体育協会指導者講習会（１２月） １回 競技振興係担当者（１名）

静岡県スポーツ指導者研修会（２月） １回 競技振興課長

競技振興係担当者（計２名）

第２回競技別ＮＴＣ合同ミーティング（３月） １回 競技振興課長

競技振興係担当者（計２名）

伊豆市 市民健康講座「糖尿病予防教室」（８月、１２月） ２回 スポーツ健康係フィットネス担当者（１名）

伊豆市 市民健康講座「高血圧教室」（９月、２月） ２回 スポーツ健康係フィットネス担当者（１名）

伊豆市 市民健康講座「ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑとその予防」（２月） １回 スポーツ健康係フィットネス担当者（１名）

地震総合訓練：センター地区（９月、２月） ２回 職員・保守管理業者（９月３４名、２月２７名）

消防総合訓練：センター地区（７月、１２月） １回 職員・保守管理業者（７月３５名、１２月３３名）

消防総合訓練：サイテル（１２月） 　１回 職員・保守管理業者（３８名）

地震総合訓練：サイテル（２月） 　１回 職員・保守管理業者（３１名）

利用者救助訓練

　 サイクルコースター（３月） １回 普及事業課（１０名）

   サイクルモノレール（３月） １回 普及事業課（１０名）

   サイクルＵＦＯ（３月） １回 普及事業課（１０名）

各
 

種
　
訓
　
練

（ 別 表 ９ ）　職員研修内容一覧

研　　　　　修　　　　　名 回 数 参　　　加　　　者

講
師
派
遣

資
格
取
得

一
　
般
　
研
　
修
　
会
　
・
　
講
　
習
　
会

資
質
向
上
研
修
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